


行方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高峰理

　そう考えると、俺には最初から、犯罪者の素質があったのかもしれない。
　か弱い寝息をたてる少女を眺めつつ、俺は眠れぬ夜を過ごした。

１
　事情は複雑怪奇。然して人の心とは至極単純。余りに純粋過ぎる、無垢なる自分が嫌いだった。そして、俺を遊びの道具として弄んだあいつらが嫌いだった。
　はっきり言って彼女が心の支えであった。
　もう少しはっきり言うと彼女が俺にとっての全てであった。

　心の拠り所を失うような、そんな果てしない絶望感を味わったことがある人間というのはどれくらいのものなんだろうか。俺がその分子に1加えられるのか、実を言うとよくわからないのだ。何分俺は幼少期の記憶が人より曖昧である。両親が離婚する際のショックで、色々なことを忘れたかったのかもしれない。幼稚園であれが楽しかった。あれの勉強をした。そんな普遍的な事実はそれなりに覚えている。しかし辛い思い出やトラウマのような過去は何一つ覚えていないのだ。通常人間は、衝撃的な出来事ほど、忘れたいと思うものほど、頭から離れないものだという。確かに現時点の俺がそうだ。しかし嘗ては違った。俺は嫌な事実は綺麗さっぱり忘れられる幼児だったらしい。特に、父に関して、離婚後俺を引き取った父に関して、俺はほとんど思い出が無かった。
　明確な記憶があるのは小学校高学年くらいの頃だろうか。
気づいたら、俺はただ作り物のように扱われていた。
父にとって俺という存在は金銭を積むことで動くオートマチックに過ぎなかったように感じた。まともな会話なんてものはもっての外で、返事以上の言葉が貰えれば上等と言えた。それくらい俺に対して無関心であった。ただ、生活の権利だけは与えられた。家に帰ればその日の夕飯と次の日の朝食の分の既製品や、或いは勝手に作れという意思表示を含んだ材料が冷蔵庫に放り込まれていた。俺が家事を何もしないと、父は何も言わないし、何もしなかった。父には外で夜を明かす術があるからに他ならなかった。
要するに俺はロボットなのであった。いい大学に、いい企業に就かせて、早く自分ひとりで生きてくれと、さもなければ勝手に死ねと、そう言わんばかりに、まるでノルマを果たそうとするかのように、俺という存在を扱った。
そして、そのノルマは果たせず、父はこの世を去った。
父は自身が経営する会社の莫大な借金を背負い自殺。俺は叔父と叔母の元に世話になることになった。相続については放棄できたものの、叔父たちに迷惑をかける訳にもいかず、なんとか国立大学に合格し奨学金で凌いでいるのが現状である。
俺は父の死に動じなかった。はっきり言って思い入れが無かった。親とも呼べぬ他人が死んだところで不幸を嘆くことも無いし、かといって邪魔が去ったと喜ぶような不謹慎な感情も湧かなかった。
問題はその後の話。暴かれた父の過去であった。父は5人もの女性を侍らせていた。父はドラッグを多数所持していた。父の噂が瞬く間に広がり、私の周囲はというと、つまりそういうことになった。距離を置かれた。犯罪者の息子と忌むべき標的となった。かつての父の愛人の何人かが俺や叔父に怒鳴り散らしたりもした。父が残した傷跡は、俺に初めて機械的でない「苦痛」という感情を与えた。最初で最後の、最低最悪の人間扱いであった。
　この一撃が、俺を変えた。今まで忘れていた、どうでもいいと思っていた、人間本来が抱く環状を思い起こさせた。俺の脳をかき乱した。今までにない、感情の昂りがそこにあった。

“何故悪は存在する？”

　答えを求めても得られるはずがない、そんな問いを胸に抱くようになった。そもそも悪が存在しさえしなければ、誰一人不幸にならないはずではないか、と、不毛な幻想を抱くようになった。他人の悪が許せなくなった。他人の悪を見過ごす自分が許せなくなった。
　いい人になろう。そう誓った。

２
　その女性、須藤綾と出会ったのは大学生活が始まって数週間した時のことであった。家族関係やバイト絡みで多忙な日々を送り(尤もこれは言い訳に過ぎず根本的な原因が自分の人間性であることは確かだが)大学デビューに無事失敗した俺は、包み隠さず言えば孤立していた。キャンパスに散る桜の花びらは俺を嘲るように鬱陶しく舞い踊っていた。当然試験やレポートに後れをとり、早くも卒業から遠のき始めていた。そんな窓際最後列の俺に声を掛けた、ただ一人の女性こそが須藤綾であった。
　須藤綾曰く、困っている人は見過ごせないとのことであった。
　それはつまり、俺を同学科内の一人として認識してくれたことであり、言外に俺が困っている人間であることを察知してくれたことであった。須藤綾は講義に関するノートやら、サークル伝いに貰った過去問やらを俺に躊躇なく提供してくれ、そして何より俺と当たり障りの無い会話をしてくれた。須藤綾は分かり易く美人であった。その頃から倍率の高さは目に見えていた。俺は新入生歓迎会にも行かなかったため、同期の顔ぶれなんて何一つ分かっていないが、確かに言えることは須藤綾が美人ということであった。明らかに大人っぽい。透き通る長髪、大きな瞳、モデルを想起させるスレンダー。当たり前だが好きになった。
　空腹に与えられた食べ物は、何でも美味いという。
　その例えの良し悪しはともかくとして、生きる希望を失った私にとって、関係を持ってくれる女性に惚れない筈が無かった。そうでなくても好きになっていたかもしれないような女性である。ともかく俺の大学生活の生きる糧、生きる希望そのものに早変わりした。
　　　　　　■　　　　　　■
　「それ」が分かった日の夕刻、俺は何処へ行くでもなく放浪した。自分の脆さを実感した。失恋一つでこんなにも脱力感に襲われるなんて思いもしなかった。景色がよく見えない。視界がぼやける。ただ内側から破裂しそうな何かを抑えることに精一杯であった。動機が止まらない。怒りが湧きおこらない。怒る気力が無い。止まって蹲る訳にもいかないので、ただ足を適当に運んだ。
　人通りの無い場所へ行こう。
　とにかく他人を見るのも、他人に見られるのも厭だった。今の自分の顔を想像したくなかった。人間は平静を失うと、ここまでやり場のない虚脱感に襲われるなんて。これも父が教えてくれなかった俺の一部だと思うと、余計にやり場のない感情で溢れ、結果として涙となって顔に出た。
「…………」
　気が付けばキャンパスの外れに行き着いていた。ここは西門の近くのサークル棟跡、だったか。今となっては無造作に草木が伸び人の踏み入るような空間ではなくなっているものの、当時の痕跡というか、とりあえず人が通れるような道は残っていた。今でこそサークル棟と言えば鉄筋コンクリートで二階建ての構造になっているが、旧サークル棟は木造の小屋がいくつか連なっているという形であった。昔ここで火事があったらしく、その小屋のいくつかは、辛うじて人間が雨風を凌げるかというくらいの形状を保って取り残されていた。人気も無く人目にもつかない、殻の中のような空間。それだけの理由で、俺は目の前のボロ小屋に歩を進めた。
「…………うっ……あ……」
　嗚咽交じりに鼻をすする声を漏らしながら、私はその小屋に入る。入り口には雑誌だろうか、書物が積まれていた。正面は木張りの壁になっていて、通路である左手に進む。もっと黴臭いものを予想していたが、妙に生活感があるというか、暖かいというか、まるで今でも使われているかのような感じがした――――――
「―――っ！」
　というか、人がいた。人と、炎がそこにあった。バチバチと、木をくべた音の背に、人影が見えた。一斗缶に火柱を巻き起こしているそれは、明らかに焚火であった。
　俺はその瞬間、視認した二つのものに対して、二つの懸念を持った。
一つ目に、この小屋が木造であることと照らし合わせ、この小屋が焼き焦げる心配を感じたが、その可能性は低いことがすぐに分かった。床が抜け落ちていたのだ。向かいの半分くらいの床は木材が剥がれ落ち、床より少し低い位置にコンクリート片と土が散らばっていた。
二つ目に、現在の俺の情けない姿を、特に人目につかない場所に来たと思って気が緩んだ瞬間を、眼前の人影に見られた危険を感じた。そして、

「アンタ誰。何泣いてんの」

　そっちは杞憂では終わってくれなかった。
■　　　　　　■
「名乗るほどの者では無いけど、うーん、あ、そうだ。エリス。エリスって呼んでほしい」
　それは小屋の奥に居た焚火少女としばらくの会話をした後に、彼女が胸に手を当てて言い出したことであった。
しばらくの会話。後になって振り返ってみると、俺はその時虚ろなまま脳神経を声帯に直結させていた気がする。つまり、あまり考えずに喋っていた。
その少女――のように見えたが実際には俺と同じ大学１年生であったエリス。と思うのも仕様が無いというか、矮躯であり華奢な身体的特徴故であった。ろくに手入れをしていないことが一目で分かる長く跳ねた黒髪。それに反して服装はまともで、低身長を隠すように大き目のサイズで、OLが身に纏うスーツのような、全身黒の格好であった。
エリスは授業に出席せずに小屋で一日を過ごしていたのだという。暗くてあまり意識していなかったが、部屋の至るところに文庫本から百科事典のような大きさの本まで、様々な種類の書物が積まれていた。
「家に帰ると面倒ごとが多いから、家族が寝るまでここでこうして時間をつぶしてんの」
　エリスはそう言った。散らばっている書物の中に、森鴎外の舞姫があった。俺はなるほどと思った。同時に、舞姫の現代語訳版と漫画版も発見し、再び俺はなるほどと思い一人苦笑したのであった。漫画であれ、小説であれ、見たもの読んだものに影響を受けやすいのは分かるぞ、と胸の中でシンパシーを覚えた。そういったものでしか感受性を豊かにすることができなかった俺からすると一層。見れば本には全て隣の市の図書館のバーコードが張られていた。二週間でこの部屋に積まれている全てを読破し、返却と同時にまた借りることを繰り返しているらしい。折角の文系のキャンパスなのだから、大学の図書館を利用すればいいのにと俺は提言したが、エリス曰く、
「あの図書館にはろくなものが揃ってないからな。面白いのが読めればアタシはそれでいい」
だそうだ。
　焚火をしていた理由、この場所を発見した経緯、学部やらサークルやら、どれもまともな回答は得られなかったが、なんとなく居心地の良さを感じた俺は、会話を続けていた。
　何かを忘れるように。何かから逃げるように。
「でさ、何で泣いてたん？」
　沈黙が数秒続いたその時、エリスは聞いてきた。
「大体、こんなところにいい年こいた男がひくひく言いながら来たんだもん。どうせ変な理由があるに違いねえって。その辺、エリスちゃんは分かってるつもりだから、な、教えてくれよなぁ」
　エリスはいつの間にか目をギラギラと輝かせていた。退屈で丁度面白話に飢えていた、そんな目であった。
「なんだ、どうした、誰か死んだか？　母親死んだか？　それとも誰か殺したか？」
　皮肉めいた笑みのままエリスは物騒なことを言う。特に悪気のようなものは感じず、本心で言っているように見えた。家庭環境との関連性を疑いつつも俺はそんなエリスに少し恐怖を感じた。
「ああ分かったわ。フラれたんだろ？　アタシ知ってんだよな。この時期って大学生活も慣れてきてさ、男女の関係とかゲロみてぇに進展したりクソみてぇにぶっ壊れたりさ」
「――っ！　違っ」
　まずった。あまり考えていない時に不意を突かれ、俺は酷く動揺した。
「ほほぉん。分かり易くて助かるよ」
　エリスは上目遣いでニタニタとこちらを見つめる。
「あ、あんた、あく、あき、あ、悪人につい、ついて、どう思う」
　話題を逸らそうとしたらこのザマだ。再び涙が零れ、ひくひく言いながら意味不明な問いを投げかける。できるなら今ここで死んでしまいたかった。
「もし、信じてた人とか、ぜ、……んぶ、実は悪い人で、えっ、いい人なんて、いないなら、どうすん、だ」
　ああ、ダメだ。黙れ。閉じろ俺の口。もう喋るな。これ以上俺に恥を晒さないでくれ、俺。
「アタシはさ」
　エリスは「は？」などと言って俺を訝しむかと思いきや、冷淡な表情で口を開いた。
「よく正義と悪の定義とか、何が正義とか、悪の如何とかさ、そういうどうしようもないことを考えるんだけどさ」
　今まで小悪魔気に上目遣いであったエリスは途端に俯いて、空虚に焚火を眺め始めた。
　まるで何かの琴線に触れたかのように。
「いつまで経っても、『正義』の方が分からなかったんだ。誰かから見れば正しいことも、他の人から見たらそれは許されざる行為であったり、逆もまた然りで、穴だらけなんだよね」
「…………」
「でも『悪』は絶対的に存在する。法律がいい例だよ。良いことをして褒められる法律は無いけど、悪いことをして罰する法律はある。それって、誰が許す許さない以前に、社会っていう枠組みが決めた絶対悪じゃん？　誰かの価値観で決まる善悪とは別に、既に決められている」
「…………」
　俺は。
　俺は、この勢い任せな、若気の至りな、世間知らずな、机上の空論に、何故か肯いていた。俺はひょっとすると、それらしい理由が欲しかったのかもしれない。空っぽを満たす何らかの理由を、目の前の女性にねだっていたのかもしれない。ただ、罵ってもらっても、それはそれでよかった。慰めにも似た何かを得られればそれで良かった。しかしエリスは予想以上に真剣な持論を持ち合わせていた。それ故に、俺は。
「それでアタシ思ったワケ。世に絶対悪が存在するって仮定しちゃえば、自ずと正義も定義されるんだって」
「…………それは」
「絶対悪をやっつけること」
「…………」
　エリスは床に散在する木の葉を一つ拾い、橙色の光に向かって投げ入れた。
　木の葉は瞬く間にその形を失った。
「余りに単純だって、んなこた分かってるよ。刑法を取り締まる国家公務員が正義に見えるかという問いに、清しい顔でイエスって答える奴の方がどうかしてる。でも、そうするしか無いんだよ。現に、アタシたちは警察に怒りや反感を抱いたことは何度もあれど、正論で打ち負かしたことは一度たりとも無い。それはあいつらが絶対悪を取り締まる唯一無二の存在だからだ。アタシらは既に負けてんだ。たとえ極刑が、ある人から見たら許されざる行為だったとしても、それは敷かれたレールを辿っているに過ぎない」
「…………だったら」
「だったらどうしろって？　国家権力でも何でもない一人の大学生である自分がどうやって悪人に打ち勝つって？　話は単純だ。自分が正義になっちまえばいい。アンタが思う絶対悪をその手で塗りつぶしちゃえばいい」
　まぁ、そんな簡単にできりゃ苦労なんてしないがね。
　エリスはそんな一言を小声で加えて再び木の葉を燃やした。
「話してみなよ。アンタはもしかすると、アタシと同じ感情を持ち合わせて、今ここに来たのかもしれない。そんな気がすんだよ」
「…………」
　一人で蹲って泣いているつもりだったのに。誰も居ないどこかで、誰にも迷惑をかけずにこの世からいなくなろうと思っていたのに。
　何故か俺は、その一人の女性に、ただ惹かれていた。
　気づいたときにはもう、俺は口を開けていた。


３
「いや、やっぱり私には無理。できない」
　そういって、須藤綾は俺の前から姿を消した。前学期最後の日のことであった。
　明らかに引きつった笑顔、青ざめて汗を垂らした顔。こちらのことなど見向きもせずに彼女はその一言を放った。
　当然俺は彼女が心配になり、翌日連絡を試みた。ところが返信は来ない。二か月間、何度かメッセージを送ったが、何のアクションも返ってこない。
　自分は嫌われてしまったのだろうか。初めはそう思うしかなかった。
　もやもやとしたまま夏休みを過ごし、後期が始まった。やはり須藤綾は授業に顔を出さない。もしかしたら退学してしまったのか。あの表情は、何か事件に巻き込まれてたのではないか。様々な憶測が脳内で飛び交い、辿り着いた行為は彼女が所属していたサークルを訪れることであった。午後は授業が無かったこともあり、2限終了と同時に、サークル棟へ向かった。
「綾は今居ねぇけど。てか、お前綾の何だ？」
　大柄な男がそう言ってドアから出てきた。部屋の中からのアルコール臭と、その男のだらしなく生えた髭が、綾と名前で呼んでいることが、急激に不快感を与えた。
[bookmark: _GoBack]「あぁ、お前！　あー、くろ……じゃなくて、１年の白木君だろ！」
「…………は」
　どうして俺の苗字を知っているのか。須藤さんが話していたからであろうか。ともかく突然言われたからには驚くしかない。
「ははぁ。んじゃ、ちょっと中入れよ。今なら綾もいねぇし丁度いい」
　何かが引っかかる。何故ちょうどいいのか。そんな不信感を抱きつつも俺はサークル室の中に足を運んだ。
「あー、まず何から話そうかな。うーん。順序立てて、えーと」
　中には全員年上のように見える、男女が数名。皆俺の方を見てはにやついた表情を浮かべている。
「綾――ええと、須藤って21歳なんだよね。今年で」
「…………え？」
　全く気付かなかった。確かに周りの1年生より大人びてというか、明らかに大人であったが、見た目の可愛さもあり疑問は抱かなかった。
ということは、彼女は――
「2浪、ですか……」
「いや、1留」
「…………」
 計算が合わない。が、この学部で留年する可能性がある学年を想定すると、考えられる限りで最低の計算をすると、この数字は筋が通る。
「アイツ、後が無いどころかさ、無くなった後の最中な訳よ。クソみてぇに遊び呆けたツケが回ってる最中。んで、今更彼氏である俺のとこに頼りに来やがってさ」
「……彼」
「俺が一つ上で成績良いからって、どこで嗅ぎ付けたか知らねえ情報をアテにしやがって、急にサークル入ってきて馴れ馴れしくして来て付き合って下さいだとか、自分可愛すぎかっつーの」
　(ああ、そうか)
　目の前の男の話は続いている。しかし俺は、なんとなくだが、自分が置かれている立場に気づいてしまった。
「アイツ、馬鹿だからさ、他を当たることとか知らないでやんの。もう俺にべったりで、アホかっての。まぁ、顔が良いのは事実だし、俺も適当にキープしておく分にはいいかなって思ったからさ、あいつの二留回避に手伝ってやってる訳よ」
　(ああ、やっぱりそうだったのか)
　疑うことを知らなかった俺は、今更納得する他無かったのだ。
「こっからは内密な話なんだけどさ……ぶっちゃけ、白木君ってクスリ隠し持ってない？　俺ちょっと知ってるんだよね、君のこと」
　ああ、俺って、不幸なんだ。
■　　　　　　■
「そいつは自分の彼女を利用してアンタからクスリを巻き上げようとしてたのか」
　おおよそ全てを話し終えて、話している最中にまた涙交じりになった情けない顔の俺は、黙って頷いたのであった。
「分かり易い屑で話を聞いただけでイライラするな。んでも、何でアンタがクスリのツテなんだ？　お前ヤク中か何か？　そうは見えないけど」
「あ、え、と、それは……俺もよく知らない。だからあの男にもそう言っておいたし」
　俺はしまったとばかりに動揺した。父親に関する情報は大学では絶対に話さないと決めたのだ。場の勢いでついありのままを話してしまうところであった。よく知らないなどという適当な嘘が怪しまれることは分かっていたが、ここでもエリスは「ふーん、そっか」とあまり追及してこなかった。薬物という犯罪に直結した話題であるにも関わらず、エリスは別段驚いた風でも無い。
「んで、アンタの、ええと、白木の言ってた悪人ってのは、どっちのことなんだ？」
　どっちの。
それは、彼女を利用して、犯罪に手を染めた須藤綾の彼氏か。それとも、そんな犯罪者に卑しくも服従しようとした須藤綾本人か。
俺は、確かに、須藤綾が好きだった。自分にとっての全てであった。そんな彼女を否定することなど、俺には耐え難いことであった。今でもどこかで、彼女にも何か事情があったなどと縋る思いはあった。だが、しかし、俺は、太田豊太郎ではなく白木真一郎は、言わなければならなかった。
「どっちも、悪だ。どっちも、許したくない」
　絶対悪から、目を背けてはならなかった。自分にも非があるなどと逃げては、ならなかった。
「いい返事だよ」
　そう言って、エリスは手に持ったハードカバーの本を床に置いた。
「やっぱりアンタとアタシ、ここで出会うべくして出会ったのかもしれない」
ずいずいと俺の目の前に近づき、彼女はこう言ったのであった。
「手伝ってやるよ。あんたが正義になりたいなら」

４
　数年前から、裏の世界で劇的に流行している、とあるクスリの話をしよう。
「こいつは連中の間では『M2』って呼ばれててな、特に脳の記憶に関して作用するドラッグだ」
　M2はmemory murderの略なんだとか、と、その警察官は不機嫌そうに付け加えた。
「海馬って聞いたことあるだろう。脳の中で新しい記憶を整理する部位だ。そこを刺激するのがコイツの主な役割で、それこそがコイツの厄介な点だ。一時的な快楽を得られて、且つ薬物そのものの依存性はそれ程高くない。代償は吐気や、頭痛、眩暈、軽い幻覚、そして直近の記憶に関する障害だ。常習者にとってはな、こいつが障害として機能しないんだよ。何故ならM2を使う奴ってのは、忘れるために使っているからだ。最近あった嫌なことを忘れるにはこいつは渡りに船だ。嫌なことも忘れて気分良くなれる」
　警察官はため息交じりに俺にそう説明した。
「高コスト且つ入手がハイリスクでな、あんまり出回ってるものじゃあなかったんだけど、最近妙に増えてると思ったんだよ。んで、今日その原因が分かった、と。ああ、すまんな。君にこんな当たり方をしてもしょうがない。君も辛い思いであることを忘れてはならなかった」
　原因、とは父のことであった。大企業の社長である父が、その立場を利用してM2の生産ライン、及び流通経路を拡大させていたのだという。警察の人が嘆いているのは、父が死に際にその記録をほとんど残さなかったためである。父はこの社会の治安を余計に乱して、そしてそのまま消え去ったのであった。
　記憶障害、というものがどれほどのものであるか、俺には分からなかったが、父に関して思い当たる節は多々あった。会話のほとんどがメモ書きであり口頭を忌避すること。たまに俺を見ては黙ったままでいること。ドアを開けると眠たそうに椅子にもたれかかっていること。どれもこれもクスリが関わっていると考えれば、不自然が自然になった。
テレビの報道は、俺の苗字ばかり読み上げていた。
■　　　　　　■
「こいつを、アイツらの部室に忍ばせる」
　手袋をはめたエリスが俺に見せたものは、密封された赤黒い錠剤のようなものであった。
　M2。2年ぶりの、意図しない再会に驚きを隠せずにいたが、悟られぬよう、自然に。
「こいつ、ちょっとヤバいクスリでさ。M2って呼ばれてるんだけど。火で炙ってから市販の吸引器とかパイプで吸うタイプなのよ。あ、予め言っておくとアタシがやってる訳じゃないからね？　あぁ、でもなんで持ってるのかとか言われても答え辛いんだけど。まぁ、そこは約束なので」
　追及しないこと、秘密にすること。それがエリスと交わした約束であった。事実、父を見てきた俺の目でも、エリスに常習者の雰囲気は感じ取れなかった。そして俺はエリスに黙って従うことにした。何故ならこの時点で俺に逃げ場はないから、である。仮に俺が逃げ出したり、警察に通報を試みたりすれば、エリスは俺の身動きを封じるだろう。これは憶測だが、彼女が持つ鞄の中身はきっと俺の身動きを封じるものがいくらでも揃っている。そしてM2を吸わされれば、俺は一連の出来事を忘れる。エリスに殺意が有るか、そんなことは分からないが、M2を所持している時点で道理を外れた人間であることなど分かりきっている。
「そんなにクスリが欲しけりゃこっちからくれてやればいいさ」
　エリスは邪悪な笑みでそう言った。
　そして翌日の夕方、俺はまたサークル室の前に立っていた。昨日と違うことといえば、まず服装である。パーティーグッズなんかでよく見る黒のマントを羽織ってここまで来た。正直、人気があまり無かったからよかったものの、結構な恥ずかしさであった。そしてもう一つの機能との違い。それは、今度は須藤綾を、彼女を探すためではなく、彼女に別れを告げるために、ここに来たことだ。俺が今こうして、迷いなく実行に移っているのが信じられない。ひょっとすると、これはまだ夢の続きで、悪い夢を終わらせたいだけなのかもしれない。なんて、ありきたりな想像なんかしていた。
ノックをすると、
「あ、何お前」
などと、昨日同様に大柄な男が出てきた。そいつの顔なんてよく見なかった。俺は男をすり抜けるように、背中に隠していたある物を室内に向かって放り投げた。
「は？　え？　何して――」
　男が振り返った時にはもう、それは始まっていた。
放り投げた筒からは、勢いよく白煙が噴き出した。狭い室内などものの十数秒で充満させるほどの勢いでその煙は襲い掛かった。
「てめ、何しやがっ」
大男はそんなことを言っていた気がするが、俺は気にも留めず一目散に逃げだした。当然、大男は、「シマ！　中、頼む！」と、室内に向けて叫び、俺を追いかけてきた。エリスの読み通り、囮作戦が成功したことになる。
　後は全速力で逃げるだけ。それが俺の役目であった。
■　　　　　　■
「で、忍ばせるアイテムが、この発煙筒なんだけどさ。いや、車とかにあるのも発炎筒っつうけどね、漢字が違うのよ」
　エリスが見せたそれは、バトン大の発炎筒より一回り大きいものであった。通常車に備えられている「炎」の方は、火による赤い光を出すことを目的とし、煙は副産物に過ぎないらしい。対してこの「煙」の方は、火を一切出さずに白煙を噴出させることに特化させたものであるらしい。相変わらず、何でそんなものを用意しているのかについては、追及しなかった。
「こいつには二つ役目があってね。一つはもちろん侵入のための目くらまし。そんでもう一つは、何だと思う？」
「……いや、分からない」
「頭使えよなぁ。煙が発生すると作動するモノ、あるだろ？」
「…………あ」
　火災報知器。現サークル棟の全ての室内には火災報知器が設置されている。それは新サークル棟を建てた理由でもあり、木造から鉄筋コンクリートに変えた理由でもあった。結構な被害であり、学校側の対処として二方面から、つまり「造り」と「報知器」で対処したという経緯だ。
「あの報知器、多分煙探知式だぜ。火を起こさなくても警報が鳴る。んで、後は簡単。アタシたちは上手く逃げて後は事の流れに任せるだけ」
「事の流れって、どういう――」
　言いかけて、気づいた。炙って吸引するタイプのクスリをわざわざ忍ばせる理由。煙を立たせて報知器を鳴らすこととの、偽りの因果関係。
「警察沙汰になれば話は更に早いぜ。なんたって向こうはM2を知っている。容疑者がしらばっくれる原因を知っている」
　直近の記憶障害。使用者の記憶が曖昧な状態であることなど、警察は何度も見てきたが故に知っている。だが、それでは――
「結果的に、検出反応で引っかからなくたっていいんさ。煙の色だとか、量だとかが明らかに不自然だとか、そんなことはその際どうでもいいんさ。クスリを持っていた。煙を起こした。それだけで問われる罪はいくらでもある。それこそ、好成績で有名企業への就職が決まっている男の内定なんぞを取り消すくらいの、ね。まあ尤もアンタがもっとコテンパンに懲らしめてやりたいってんなら、協力は惜しまないけど」
「い、いや……十分だ」
　俺はただ、エリスの駒となっていた。盤上を支配している姿が、そこにあった。
　警報機の、人間の不安を煽る特有の音。そしてもくもくと立ち上る鬱陶しい煙。それらを背に、俺は全力疾走していた。未だ嘗てない胸の高鳴りと、何年かぶりの急激な肺呼吸運動に、心臓が張り裂けそうだ。けたたましい叫び声が聞こえない気もしないが、知ったことか。お前らが昼過ぎからアルコールに浸っている屑共であることなんて知っている。数か月前に須藤綾がべらべらと喋ってくれたから、お前らの活動実態なんて筒抜けもいいところだ。まともに走れるはずもない。
　走る。走る。走る。走る。快感にも似た足の痛みを伴い。走る。俺は走る。
「――――――――」
　旧サークル棟跡。背後を確認して俺は安堵した。今にも倒壊しそうなボロ小屋。逃げ込むならやはりここであった。たった一日前に知ったはずなのに、すっかり拠点のような気分で俺はそこに駆け込んだ。
　息を整える。息を殺しつつ息を整える。急には足を止めず、ゆっくり、ゆっくり歩く。
「っはぁ……はぁ…………ぁ」
　不意に足の力を失い、その場に伏す。腐りかけの床が間近になる。
呼吸を整えながら、俺は考える。
俺は何をしたんだ。俺はこんなことをしてしまって本当に良かったのか。悪戯では済まされない、これはれっきとした犯罪ではないのか。偶々自分に都合よく協同してくれる人に出会っただけで、そいつを共犯者として巻き込んでしまったのではないか。
「――――っあ――――――――」
　堰が切れたように、緊張の糸がぷつりと切れたように、胃の中を曝け出した。溜まっていたもの、吐き出せずにいたもの、そいつらの代替品のように、吐瀉した。
「――――――――」
　どうして。
　どうして、エリスと名乗る小柄な女性は、俺にここまで協力してくれたのか。俺に比べて、エリスの行動に伴う危険は余りに大きい。失敗すれば俺がエリスの人生を壊す。成功する保証なんて無い。なのに、なのにどうして。いきなり隠れ家を荒らして泣き顔でぐずって、痴態を晒して、そんな俺に何故ここまで。彼女には謎が多い。俺は、彼女について、エリスについてもっと――――

「――――よう、くたばってんな」

　首を無理矢理に曲げた先の視界、眩暈と共に歪んだ瞳の先に、俺と同じ黒いマントを身に纏った女性がいた。袋に詰めて、既に噴出を終えた発煙筒を手に持っていた。
「ああ成功したよ。ちゃーんと一式、それっぽーく、部屋の隅に置いといたぜ」
　一式。それは、クスリを使用したことを仄めかすような巧妙な工作。パイプの吸い口を拭いた「ような」痕跡。指紋を拭きとった「ような」痕跡。エリス曰く、第一に疑われる状況を作ること。そして第二には、言い逃れできない状況を作る。市販のタバコを適当にまき散らし、そういった行為に縁があることを暗に示す。全く手の込んだ工作を短時間で思いつくものだ。
　そんな、エリスは――――

「ねぇ、アタシ今――――どんな顔してる？」

「は、――――は――、」
　俺は朦朧とした意識の中、エリスの顔を見て、ぎこちない笑みをこぼした。
　妖艶に、且つ狂気的に、エリスは笑っていた。
　だから俺も笑うことにした。
■　　　　　　■
　事の顛末を先に記しておくと、俺とエリスはあっさりと復讐に成功した。サークルメンバーは全員突然の出来事に慌て、周りを見る余裕などなかったのだろう。数十分後の警察の捜査によって一斉検挙された。しかし、当然薬物反応は検出さず、本人らも、無罪と、目撃した真犯人について主張している。第一審が間もなくらしく、判決次第だそうだが――――
　
　そんなこと、死ぬほどどうでもよかった。
　
　サークル全体が壊滅状況に陥り、奴らの経歴に泥を塗る。これ以上の何を望もうか。数日前まで、俺を嘲るように笑っていたあいつらが、今やどうだ？　絶望か？　憤怒か？　どっちでもいい。ざまあみやがれ。必死に弁明しろ。卑しくも無罪を主張しろ。潔白を証明しろ。何をしようとも、お前らは悪だった。どうしようもない、悪だったんだから。

５
「っが―――！」
　涙を溢れさせ、全身を痙攣させ、そんな情けない声を出す男。男の左脇腹には、護身用と言うには一回り、否二回りは大きいスタンガン。そのスタンガンを突き刺す男は、マスク越しに頬を引き攣らせていた。その男、つまり俺は、笑いを堪えるのに必死だった。
「き、みたち……え、えと」
　俺の背から、もう一つの情けない声。目を合わせていないのでよく分からないが、声からして40代そこいらの中年男性であろう。深夜2時を回ったこの繁華街の路地裏を歩く不用心さ、恐らくアルコールで大分できあがったが故の過ちだったのだろう。エリスの情報によると、この辺の悪人たちは、既に警察にマークされていない場所、人の声が通りにくい場所を把握していて、その周辺を拠点としているらしい。酔っていたり、或いは単純に金銭に富んでそうな人であったりをここに連れ込んでは金品を巻き上げる。そんな、至極潰し甲斐の無い、ありきたりな悪であった。
　だが、それを差し引いても気分が良い。
　俺は悪党の懐から財布を取り出し、背後にポイと、目もくれず投げ捨てる。建物の3階から降りてきた、俺と似た黒一色の服装をしたエリスと合流し、駆け足でこの場を去った。被害者に対して慈善的な態度で接しないのは、顔や声を知られたらどうだとか、そういう理由ではなく、ただこっちの方が格好良い気がするからであった。だってこっちの方が――
「正義っぽい――――」
　どうせ全て自己満足の正義なら、それを貫き通すのが道義のような気がしたのだ。
■　　　　　　■
「さて、このくらいになると、向こうが取りうる手段は二通りになるだろう。分かるか？」
「減らすか、増やすか……ってことか」
「おお」
「何がおお、だよ」
「いや、前よりは頭を使うようになったじゃねぇかってね」
　俺は「余計なお世話だ」と、エリスの頭をコンと叩く。大袈裟に頭を抑えて女性らしからぬ下品な笑いを零すエリスが可愛かった。
「ふへへ。そう、そのどっちか――或いは両方起きてプラマイゼロって感じになると思う訳よ。アタシ達が潰してきた連中の間で噂が広まれば、普通の神経をしていれば、撤退するだろうな。この辺じゃ悪事を働けないから他を当たろうって。でも普通の神経じゃなかったら、アタシ達がそんな神経を逆撫でしていたらどうなるか。間違いなくアタシ達を潰すために何か仕掛けてくるだろうな。例えば、いつものように冴えないおっさんから金品を巻き上げる、その光景を釣り餌にして――」
「俺たちを袋叩きって訳か」
「そゆこと」
　頭の足りている悪党なら、事を荒立てず穏便に悪事を働くことを念頭に置く。実際最近は噂も広まっているのだろう、夜間に目立った事件は無い。となると――――
「ふむ――――」
　あれから2ヶ月程経っただろうか。俺の生活は急変した。
　大学をよくサボるようになり、大半の時間をエリスと過ごすことになった。エリスは俺をいたく気に入ったらしく、いつの間にか恋人のような存在になっていた。一般的恋愛の過程など、何一つ経ていないのに、エリスは俺のことを彼氏だという。が、俺はそれに悪い気はしなかったし、丁度よく須藤綾を忘れさせてくれた。エリスはこの街やその周辺の犯罪事情に異常なほど詳しく、どこのどういった連中がどの時間帯にどんなことをするかを大まかに把握していた。都心故に、夜間の無法地帯ぶりは凄惨たるものであった。世の中にはこんなにもくだらない人間で溢れているのか、と俺は絶望した。同時に、その火種として父が加担していることに苛立ちを覚えた。
　そして正義の真似事を始めた。
　絶対悪をやっつけることが正義。そんな、幼稚な、机上の空論を、エリスは俺とならできると言い始めた。その言葉は純粋に嬉しかったし、先日の一件から何かが吹っ切れた自分にとって、これ以上ない巡り合わせであった。それから色々なことをした。先述したカツアゲの類を見つけては潰したり、クスリの取り引きに乗っかったフリをして押収したり、そんな、ヒーローごっこに明け暮れた。知識と知恵とのあるエリス、そしてそれなりに力がある俺、そんな２人が無敵のように思えた。実際死の危険を感じた事は何度もあったが、如何せんエリスは頭が回る。危機を逃れる術を多様に持ち合わせていた。そして、危機を乗り越えて達成する正義とは、笑いが止まらない程心地よかったのだ。
「よし、一度巡回ルートを変えよう。そうだな……まずは今夜、地形とか逃げ道とかを知りたいし、下見に行こう。あくまで一般人として」
「よっしゃ。つーことはこれはアレだな？　久々のデートってやつだな？」
「まぁ、勝手にしてくれ……」
　恋愛は顔、そう思っていた時期もあった。しかし度胸さえあれば男というものは格好良く見えるのかもしれない。実際、エリスは可愛い。自分の好みが背の高いスレンダーな女性という夢見がちなものであった。対してエリスは小さいが、おかげで俺は上目遣いというものについてよく知ることができた。女性にされると、妙に心拍数が跳ね上がる行為であると、知った。
　そして現在、俺はエリスの住むマンションの一室にお邪魔している。これが初めてではなく、夜間に向けて作戦会議をする際は頻繁に訪れていた。初めて訪れた時の、入り口に書かれた『山本』という表札を必死に隠そうと慌てふためくエリスも、もはや懐かしい。今では軽口のネタにすら扱われるくらいだ。
　と、ここで玄関からきい、とドアが開く音がした。今までエリス以外の人間にこの一室で会った経験が無いため、足音を聞くと妙に緊張した。
　足音の主がリビングに来た。40代前半と思しき女性が大きな袋を提げていた。
「あら、マユちゃんもう帰ってきてたのね」
「…………あ」
　エリスが急に喋らなくなった。表情は先ほどより強張って、明らかに機嫌を損ねた風に感じ取れる。
　その微妙な緊張感もそうだが、ついでにエリスの本名がたった今割れたことが俺の心を余計に揺らした。
「そちらは、お友達？」
「あ、白木です」
「…………」
「…………あの？」
「ああえと、白木さん。マユちゃんの母です。うちの子がいつもお世話になっております」
「あ、いえ、そんな……」
　何か数秒フリーズした気がしたが、朗らかで優しそうな雰囲気の母親であった。髪はエリス、もとい山本マユ同様不用意に伸びていて、かつ若干乱れたものを感じるが、にこやかに振る舞う姿はエリスとはまた異なった美しさがあった。しかし、心なしか余りこちらを見ていないような、どこか視線が不安定なような気がする。また、しきりに咳をしている様は、どうしてか俺を不安に駆り立てた。何かの病気だろうか。
エリスの態度とも関連性を疑わずにはいられなかったが、家に上がり込んでいる身の程は、わきまえねばならない。
「もう夕方だけど、ミユはまだ帰ってきてないのね？」
「う、ん……そうみたいだね」
「まったく、どこほっつき歩いているんだか……まぁ、別にいいけど」
　ミユ、とはエリスの姉か、妹だろうか。そして、どうしてエリスは母親の顔を頑なに見ようとしないのだろうか。終始うつむいたエリスは新鮮ではあったが、決して見ていて気分の良いものではなかった。エリスの母は手に持っていた大きめのコンビニ袋を冷蔵庫に入れ、その後入り口隣の自室と思われる部屋に入っていった。
「ミユ、って……」
「ああ、うん、2つ下の妹。お前は会ったことなかったな。まぁ、ウチには夜にしか帰ってこないし、そりゃそうか。って、妹のことは別にいいから！　それよりさっきの本名とか、ほら、その……」
「分かってるぜマユちゃん」
「ぶっ殺す」
「わ、分かったって」
　キレた風にじゃれあってきた。こういうところもかわいい。それにしても妙なこだわりを貫き通すものだ。本名に余程忌むべきエピソードがあるのだろうか。

　６
「あの辺の階段とか、使えそうだな。屋上も周囲を見渡せるし一石二鳥じゃないか？」
　夜7時過ぎ。まだ人混みでにぎわった街を歩きながら、エリスはあちこちを指差してそう言う。俺たちの行動で最も大切なことは「俺が無謀なアホであると勘違いさせる」ことである。実際馬鹿げたことをしていることには違いないが、そういう意味ではなく、つまり油断させるのだ。俺が単身で犯罪者に喧嘩を売りに行った頭が足りてない人だと思い込ませることが大切なのだ。エリスはその隙を突く。催涙スプレーやスタンガンといった基本武装に加え、煙を噴霧させるボールや、小型の火炎放射器など、どこで調達したのか見当もつかないようなアイテムで敵を襲撃する。現在までの戦績は勝率8割くらいだろうか。主に俺が力負けして逃げるはめになることが残りの2割である。そうは言っても逃走経路や、やり過ごす場所は万全であるため、大した失敗にならない。そう云う訳で俺はエリスの手駒となっていることを自覚しつつも、喜んで協力しているのであった。
「うん。俺は指示があったらあの反対側から入っていく感じかな」
「まぁ、相手が理想的にこっちに来てくれればね。その辺は臨機応変に。っていうか、失敗の大半の原因はアンタなんだからな。しっかりしてくれよな」
「すみません……」
　そんなこんなで、下見もそこそこに、俺とエリスは普通にデートをした。初めて２人で出かけた時、エリスは図書館に行こうと提案した。俺はカラオケだとか、ゲームセンターだとか、そういった類の遊戯を好むとばかり予想していたが、そういえばとばかりに、初めて会った日のことを思い出した。彼女は結構な読書家であり、読んでいるときだけは一切の会話を許さないくらい集中している。そんな彼女を見るのもまた、俺の楽しみであった。それ以来デートと言えば図書館やら、古本屋巡りやら、そんな地味なものが大半となった。が、双方満足しているのでこれでいいと思っている。勿論今日も一通りエリスに振り回されてあちこちを巡った。
　街を歩き終えて、適当なファミレスに入った。高級なものを好まないという点も俺の彼女の共通点であった。
「アタシさ……」
　俺がドリンクバーで二人分のコーラを調達してきたとき、エリスはいつもの上目遣いで言った。
「……うん？」
「もう分かってると思うけどさ、母親とあんまり上手くいってないんだよね」
「……ああ」
「初めて会った時もそうだったけどさ。アタシ、学校サボってばっかで、逃げてばっかりなんだよね」
「……事情を、詳しく聞いてもいいのかな」
「うーん。話したいけど、心の整理がついてないというか、白木を嫌な気分にさせたくないというか、うん。でもいつかは、話したいと思ってる」
「そっか」
「うん」
　色々と気になる点はある。しかし、それはお互いさまというものだろう。俺も同様に話したくない事情を山ほど抱えている。話すと、きっと彼女を嫌な気分にさせる。そうさせてくないから、今は話さない。それだけで十分理由たり得るではないのか――――
「初めて会った時と言えば、アタシ、悪人がどうこうって、言ってたじゃない？」
「うん」
「まぁ、アタシがあんなアホなことを考えるようになったのもさ、話したくない事情の中の一つなんだよね。ちょっと――悪い人が許せなくなって」
「………………」
　悪人が許せない。
　それは、俺とエリスがつながった理由の、答えのような、そんな気がした。
　いい人になろうと誓ったあの日。
　結果的に今現在自分がいい人なのか、そんなことは分からない。勧善懲悪ごっこは所詮暴力に暴力で対抗しているに過ぎず、己の無力を腕っぷしで誤魔化しているだけなのだから。結局俺もエリスもまた、犯罪者だ。正義のためと言い訳にして、自分たちを正当化しようとしているだけで、結局は、多角的に捉えればただの犯罪者だ。
　それでも、俺たちは自分を貫き通さないといけないのだ。
　否定してはいけない。否定とは、この社会に屈服することに他ならない。抗わねばならない。悪人を横目に見つつ素通りするような、そんな世の中に。悪人は自分とは何ら関係ないと、写真や動画によるSNSの肥やしとしか考えていない、そんな人々に。
「白木は、ずっと…………アタシの傍にいてくれるよね」
「え？」
「……………………あ」
　今までに無い紅潮を見せるエリス。誤魔化すように勢いよくストローを啜る。
「……………………」
「……………………」
　暫くの無言が、続いた。
■　　　　　　■
　結局11時を回ってしまった。そこまで長居するつもりは無かったのだが、あれから微妙な空気が続き、なかなかファミレスを去ることができなかった。お互いに視線が合う度に逸らすような、どちらが先に喋るかを窺うような、空気。すっ飛ばしてきた過程が今更襲いかかってきたような気分だった。恋愛をする上で、省略してきた、過程が。
「別に家まで送りに来なくたって」
「夜道に女性一人はほら、危険だから」
「今までのアタシを見てきてそういう考えに至るか普通……？」
　そういう訳で再び山本の表札が掲げられたマンション8Fの一室に戻ってきた。普段は現地解散なのだが、今日はなんとなくもう少し一緒に居たかった。
「んじゃあ、アタシ風呂入るから、ありがとついでにこれ冷蔵庫入れといて」
「ん」
　さっきコンビニで買ったペットボトル飲料が入った袋を渡された。キッチンへ向かい、冷蔵庫を開ける。山本家はどうやらあまり料理をする家庭ではないようだ。その日の三食分だろうか、正面には既製品のお弁当やら丼ものやらが詰まっていた。空いているスペースを探して適当にペットボトルを入れていく。
　と、そのとき――――
「――――あ――あ――――あ」
　微かだが、どこかからか声がする。うめき声のような、泣き声のような、俺の、聞きたくない部類の、声が。
「――――さん――――ぃ――さん」
(この声……)
エリスの母親だ。夕方に聞いた声と同じ。ということはこの声の主がいる場所は――――
俺は恐る恐る入り口左隣の一室に近づく。ドアが半開きになっており、そこから声が聞こえることは明らかであった。そっと、音を立てぬように、覗き込む。
「――――さん。優一朗――――さん――――あ――――ああ」
　エリスの母はそう言いながら、何かで口を押さえていた。薄暗く、視界が悪かったが、煙のようなものがこちらまで届いていることに気づいた。
　何度も、嗅いだことのある臭いがした。
　そして偶然にも優一朗とは、俺の父親の名前と同じであった。

　　　７
　その日が彼、白木真一郎を見た最後の日であった。
　思い返せば毎日が楽しかった。彼と一緒なら、鬱屈とした現実なんて忘れさせてくれた。一人でやっていた正義ごっこを二人でやることになった。最強だった。もしかしたら本当に社会を変えることができちゃうかもしれない、そんな勘違いをしてしまう程に毎日が楽しかったのだ。
　しかし、あの晩、私が風呂から出た時には白木の姿はもう無く、それっきり連絡は途絶えた。思えば私は白木のことをほとんど知らなかった。お互いに必要な情報だけ教えるような認識をしていたので、メールアドレスと電話番号くらいのものであった。その両方が通じなくなった日から、私は白木真一郎という名前と、彼が言っていた最寄駅の名前を頼りに、彼の家を探した。家自体は数日で見つかった。が、そこには中年夫婦の姿しか無かった。どうやら白木真一郎の両親ではなく、父の叔父夫婦だそうだ。中年夫婦は甥に友達がいたことが驚きのようだった。詳しい事情は話さなかったが、両親が居ないことと関係があるらしく、彼は一度心を閉ざしてしまったらしい。
「一人暮らしをしたいからここを離れるって、二日前に出ていったとこだよ」
　今日は仕事が休みらしい叔父の方がそう言っていた。夫婦ともに笑顔でそう答えていたため、家からいなくなることに何か安心感を覚えていたのかもしれない。
　とりあえずそれ以上の情報は得られそうに無かったため、私は叔父に、白木から何かあったらと連絡先を教えその場を去った。
　私は待ち続けた。初めて会ったこの小屋で。かじかむ手を火に近づけながら、そんないつかを待っていた。
　冬が、訪れた。
　今日もここで一人時間つぶし。もともと一人であったため、再びの孤独に慣れるのも早かった。しかし冬になるにつれ寒さは日に日に増し、体が震える度に、彼がもしここに居たらなどと考えてしまい、余計な涙を流してしまうのであった。
　少し、寝てしまおうか。
　どうせすることも無い。正義の真似事もできない。母親とも顔を合わせたくない。諸々の理由で私は眠ることにした。
　―――
　――――――
　――――――――――――

「やあ」
「――――――――し、らき」
　瞼を開けると、そこには待ち焦がれた相手がいた。夢なのか現実なのか、あっさりと、白木は姿を現した。
「お、おい、なんだよいきなり……！　連絡つかなくなって本当に心配し――――」
「こんにちは、山本マユ、いや――――山本ミユさん」
「――――――――え」
　彼は、何を言っているのか。急に現れて、いきなり何を。
「な、何」
「別に隠さなくていいよ。俺はもう全て知ってるつもりだから」
「……………………」
「亡くなった姉のフリをして、制服を着られないから高校も毎日サボって、毎日行くあてもなくここに放浪して来て、それで」
「なん……で、……」
「辛かったんだろう。頑張ったんだな」
「そ……んな」
　私が彼から聞きたかったのはそんな言葉では無かった。慰めとか、同情とか、そういう、安っぽい、無価値な、寧ろ有害な言葉では無かった。
　それなのに私は既に涙をぼろぼろとこぼしていた。
「一年半前。お姉さんのマユさんは事故で亡くなった。その頃君のお母さん、山本ユエさんはある男と通じたことによりクスリに溺れた。クスリによって、マユさんの死を無理にでも忘れるために」
　M2。母の部屋にはいつもかなりの量のクスリがあるし、私はそれを知っていた。
　おはようマユちゃん。初めにその言葉を聞いたときは、余りに笑えない冗談だと私は怒った。しかし違ったのだ。会話をするにつれて分かる、明らかな食い違い。
　どうしたのマユちゃん。ミユの制服なんか着て。
　もうすぐ大学の期末テストでしょマユちゃん。頑張ってね。
　マユと言われる度に気が狂いそうになった。だが、母がクスリに溺れた結果私を姉と認識したことは、認めたくないが理解できた。つまりこれは母の願望なのである。私は昔から母に迷惑ばかりかけており、正直仲が余り良くなかった。対して姉は成績も優秀で将来も有望。母は、記憶が混濁としている母は、姉が生きている世界を幻覚として生み出し、私をその身代わりに選んだのだ。私が私として話しかける度、母は拒絶した。怒鳴ることもあれば、引き攣った笑顔でやり過ごすこともあった。そして決まって自室でクスリに頼っていた。ある時私は気づいてしまった。私が姉として生きることで、姉の演技をすることで、母の症状が緩和されることに。異様な程に機嫌がよくなり、且つクスリに頼る頻度も激減した。躁鬱でいう躁のような180度の転換であった。
だから――――だから私は―――――警察に突き出す勇気も無い、臆病者の私は――――
「ユエさんは、よく『優一朗』という名前を口にするだろう。そいつのフルネームは黒沢優一朗という」
「――――――――」
「俺の父親だ」
「――――――え―――」
「叔父に引き取られるまではね、俺の名前は黒沢真一郎だったんだ。ニュースでよく知っているだろう。あの、世間を騒がせたクソ野郎だ。死後分かったことだが何人もの女性と関係を持っていた」
「ちょっと……待ってくれ……な…………」
　黒沢優一朗がどうとか、白木の父親がどうとか、母との関係がどうとか、頭に入りきらない情報。信じろと言われても土台無茶な話。頭の整理が追い付かない。信じたり、疑ったり、それすらできない。できないけど、そんなことより、私は――――
　ただ、目の前の男が心配なんだ。
　久しぶりに会った白木は、非常にやせ細っている。頬がこけていることもそうだし、何より黒々としていた髪が幾分灰がかったようにも見える。そして眼。明らかに私の方など見ていない。泳いでいるわけでもなく、ただひたすらに空虚で、がらんどうな、その眼。私はそれが心配であり、純粋に恐怖した。
「ああ、これ？」
言って、灰がかった髪を指でつまむ白木。「大丈夫。クスリはやってないよ。俺は親父とは違う」
などと乾いた笑みをこぼすが、どう見ても大丈夫ではない。
「君の思う悪人っていうのは、俺の父だった」
「………………」
　そうだ、私は母を狂わせた『優一朗』という男を憎んでいた。単身で私と姉を育ててくれた母をあんな目に遭わせた謎の男を殺したくて仕方が無かった。真実は定かで無かったが、私は確信していた。連日ニュースで報道されていた黒沢優一朗が、その男であることに。この手で殺したかった。奴が勝手にこの世を去ったことに苛ついていた。
「俺は、いい人になりたい」
「……いい人」
「君と一緒にいた時、俺たちは本当に社会から悪を根絶できるんじゃないかって、そんな幻想を抱いたりもした。でも、もうやめた。正義ごっこは―――やめた」
「…………」
「だからお別れを言いに来た」
「そ、……んな」
　何も分からない。何も呑み込めていない。どうして、いい人になりたいなら、これからもずっと、だって――
「いいよ。アンタがお母さんをおかしくした人の子供とか、もうそんなの関係ない……よ。白木はイイ奴だよ。不幸にも負けずに、アタシと毎日笑い飛ばしてくれて、すげえ奴だよ……だから。だからさ…………」
「違う、そうじゃない」
「何が！　アタシはお前が好きだ！　お前とずっと一緒にいたい！　それだけだ！　お前が背負うものはアタシも一緒に背負うし、また前みたいにムカつく連中はぶっ潰そうぜ！　それで、それで…………」
「それじゃあ駄目だ」
「どうして！　何がダメなんだ！」
「君にはまだ、母親がいるから」
「な…………んだよ……それ！」
「君のお母さんは、ユエさんは多分、まだ、助かる。彼女は今尚、迷い続けている。自分の幻想と、現実について」
「は…………」
　無理だ。母はもうおかしくなっちゃったんだ。今更家族関係をどうにかするつもりもないし、私はこれからも母を騙し、自分を騙し生きる。それでいい。偽りの家庭でいい。そんなことより私は白木真一郎とともにいたい。ただ、それだけでいい。
「ユエさんを助けられるのは君しかいない。君が、悪人を憎むなら、憎い程正解は明確だろう。壊された家族を繋ぐ最後のチャンスを逃してはならない。君は、俺との正義ごっこなんてやめろ。やるべきことは決まっている。自分の正義を貫け」
「……っるっせぇ」
「俺にできなかったことを、君はできるんだ。大丈夫。エリス、君は頭が良い。きっとお母さんと仲良くやれる。だから、目を逸らすな。俺みたいに、なるな」
「……っるっせぇんだよ」
「俺はもう、自分の正義が分からない。自分は何をすれば生きていられるのか、分からない。だからこれから、それを探しに行く」
「……っるっせぇっつの！　正義がどうとかもうどうでもいいんだよ！　アタシのことを見捨てるな。恋人を見捨てるな。ずっと一緒にいろ。それでいい、だって、だから、それで」
　あと、何言えばいいんだっけ。もう分からなかった。わからないから喚くしかなかった。心の支えを失うのが怖かったのだ。家庭が崩壊して以来、ずっと探していた心の支えなのだ。だから、どうか、せめて――――――
「ユエさんには、俺が話しておく。俺が、無理にでも目を覚まさせる。だからその後は君次第だ。上手くいけば、母が初めて見る現実が、君だ。だから、君は用意をしておいてくれ。母を許すか、許さないか。心の、準備を」
「無理だよ。アタシには無理だよ。一人じゃ無理だ。一緒じゃなきゃ嫌だ。お前がいなきゃ嫌だ。嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ」
「だから、もう、おやすみ」
「―し――――――――き―――」
　白木が急に近づいたかと思いきや、私はまともに声を出すこともできなくなっていた。
　何故、意識がこんなにも朦朧としているのか。
何故、瞼が言うことを聞かないのか。
何故、眼前の灰がかった青年が私を置いていくのか。
何一つ、分からなかった。

　　８
　『では、次のニュースです。昨日、都内○○区に住む8歳の少女が行方不明であることが分かりました。行方が不明となっている少女の名前は』
　俺はラジオを切った。車内にはエンジン音のみが残された。
「どうしたの？」
　助手席から話しかけられる。
「なんでもないよ」
　俺は素っ気なくそう答えた。
「ふーん」
　助手席のその少女は、興味なさ気に足をばたつかせた。
「…………」
　俺は二つの理由でその少女を直視することができなかった。
　一つ目は、少女の姿そのもの。厚着をしていても分かる、赤紫色のまだら模様。赤黒い線の数々。そして慣れた風に、まるで当たり前のような、少女の表情。
　二つ目は、自分の行いに対する後悔故に。自分の貫き通した正義に対する不安。もしかしたら、俺はただの悪人で、ただの犯罪者で、父と同じ道をたどっているだけかもしれないという疑念。そんな疑念は、俺の目を少女に向けさせることができなかった。
　と、しばらく助手席から声が無いと思ったら、少女はうとうとと瞳を開閉させていた。俺は後部座席に無造作に散らばった荷物の中から、手さぐりで毛布を取り出す。少女にそれを被せると、「ううん」と微かに声を漏らして目を開けた。
「起こしちゃったかな」
「ん……ごめんなさい」
「いや、謝ることじゃない」
「あ……」
　ごめんなさい。その言葉の正しい使い方を少女は知らないのかもしれない。つい、いつも口癖のように謝ってしまう、そうせざるを得ない環境であったことが、暗に伝わってくる。
　結局、今俺がこうしていることも、正義と形ばかりに名乗った自己満足なのである。
　何故俺は幼少期の記憶が曖昧なのか。父親に対して激しい反感や嫌悪感を示さなかったのか。その答えは単純であった。
記憶を曖昧にさせられていたから、だ。
「M2は入手が困難ではあったが、10数年前から存在はしていたらしい。もっとも、今出回っているもの程の脅威は無く、連中に取ってはクスリと呼べるかどうかも怪しい代物だったそうだ。ま、そんなものをわざわざ高い金を払ってまで欲しいと思う奴はいないわな」
　あの時あの警察官は、そんなことも言っていた気がする。
　父が幼少期の俺に何をしたのか、それは謎のままである。が、何も覚えていないが故の恐怖が俺を襲った。俺の記憶が曖昧である理由を考えると、ひどく、吐き気がした。
　だから俺は自己満足で助手席に、この見知らぬ少女を乗せた。俺は、この痣だらけの少女を誘拐することで、偽りの正義に酔っていたいだけなのであった。
「エリス――――」
　不意に、その名前を思い出して口にする。彼女は、自分の正義を貫き通せたのだろうか。ユエさんへの俺の強引な説得は功を奏しただろうか。そういえばエリスという名は、ギリシャ神話の女神の名でもあったか。戦争、不和、災いの女神……だったか。
「どっちだったんだろうな」
　床に落ちた本から、舞姫だとばかり思っていたが、由来はこっちだったのかもしれない。はたまた別の何かに由来しているかもしれない。
「おじさん」
　助手席の少女が微かにそう言った気がした。少女は瞼を閉じ、すうすうと寝息を立てている。
「――――寝言、ね」
　誘拐した少女は俺を拒絶しなかった。初めは俺におびえるばかりであったが、俺が怪我の手当てをしてから、徐々に心を開いた。まともな食事。まともな衣服。その一つ一つに喜び、黙って俺にしたがった。が、こんなのただの偶然だ。あまり多くは語らないが、どうやら少女の親は血縁の親ではなかったらしく、親に対する強い執着心のようなものが無かったらしい。その偶然のおかげで俺は受け入れられただけで、俺は――――
「おじさん――ありがとう――――」
俺は――――
「ごめんなさい」
　ただ、正しくない言葉の使い方をするしかなかった。
　



